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助成対象となった事業 

 

助 成 
コース 

事業名 事業概要 団体名 
代表者 
役職名 

代表者 
助成 
金額 

A. 自 助

グループ

づくり支

援事業  

オレンジサロン事業 

過去に児童虐待を

受けた当事者のサ

ロン 

認定 NPO 法人 

いばらき子ども

の虐待防止ネッ

トワークあい 

理事長 坂本 博之 5 万円 

B. 「みん

な の 社

会」モデ

ルづくり

支援事業 

引きこもり状態にある若者

への追跡アプローチ事業 

会報の送付、交流

会の開催 

NPO 法人 キド

ックス 
代表理事 上山 琴美 15 万円 

発達がゆっくりな子どもた

ちの教育支援プログラム「フ

ォイヤーシュタイン教育プ

ログラム」の導入 

教育プログラムの

体験ワークショッ

プの開催及びスタ

ッフ学習会の開催 

NPO 法人 こど

もの育ちサポー

トステーション 

代表理事 大山 吐志 15 万円 

子ども・子育て世代と高齢者

がつながる居場所づくり 

多世代型の食事会

や遊び場の開催 

NPO 法人 取手

アートプロジェ

クトオフィス 

代表理事 佐野 吉彦 15 万円 
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事業名 オレンジサロン事業 

申請コース 
A. 自助グループづくり 

B. セーフティネットづくり 

団体名 認定 NPO 法人 いばらき子どもの虐待防止ネットワークあい 

実施内容 

子ども時代に親などから虐待を受けて育ち、成人後も心の傷が癒えず苦しんで

いる人の居場所を開設した。 

実施日 

毎月第一木曜日 10 時～12 時 

毎月第三木曜日 18 時～20 時 

月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

参加者（人） 3 2 1 7 2 4 3 3 1 6 2 
 

申請書に記載した 

「目標」に対する 

実施「結果」 

オレンジサロンに参加するようになって 4 年になる方が「精神的に安定し、前

向きに自分のことを考えられるようになった。今後は同じ悩みを持つ方の支援

をしたい」ということで新しく参加する方がいる時には、参加してフォローし

てもらえるようになった。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

1 回の参加者は多くなったとは言えないがこの 1 年、新規参加者が 4 名おり、

公的機関からの紹介が多く、オレンジサロンの活動が認知されてきたように思

える。 

申請書に記載したよ

うに、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

現在、水戸市赤塚駅前でのみ実施しているが、遠方で来られない方のために県

南地区でオレンジサロンを開催する準備を行っている。会場、協力者をあたっ

ており、年内開催を予定している。 

事業実施後の展望

や新たに見えてきた 

地域課題 

茨城県は自家用車がないと移動に不便な地域も多く、水戸だけでの開催は限界

がある。県南地区は開催の目途が立ったが、県西、県北、鹿行地区もあり、県

内全域での開催にはまだ時間がかかる。 

花王・ハートポケット 

倶楽部へ一言 

今回助成を受けたことで、活動の地域を増やすことにつながりました。長く続

けることで成果が見えてくる事業なので、今回助成をいただき、大変ありがた

く感謝しております。 

自己評価 

A. 目標を超える成果を得ることができた 

B. ほぼ目標どおりの結果となった 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 

D. その他（                           ） 
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事業名 引きこもり状態にある若者への追跡アプローチ事業 

申請コース 
A. 自助グループづくり 

B. セーフティネットづくり 

団体名 NPO 法人 キドックス 

実施内容 

これまでキドックスに関わった引きこもり状態にある若者または保護者に対

して、以下の a〜e に分類した上で、 

・メールまたは往復葉書にて、今後のコンタクトの可否確認と、四季報の送付

（第一回目が 2016 年 1 月、以後３か月に一回の頻度） 

・以後コンタクト可の家庭のみ、３か月に１回四季報送付や、イベントの招待

状、お手紙などの送付、メールでのコンタクト等を行った。 

a. 一度話したのみで全くコンタクトとれていない家族（17） 

b. 何度か訪れた後全くコンタクトとれていない家族(6) 

c. 半年に１回などのかなり不定期でコンタクトをとっているが、次の一歩

へ移行できていない家族（2） 

d. 通っていたが今は来ていない（コンタクトは取れる状態）家族（2） 

e. 卒業した若者(4) 

※（）内は対象家庭の数 

申請書に記載した 

「目標」に対する 

実施「結果」 

a の家庭・・・1 家庭はコンタクトを定期継続可のお返事があり、１家庭は不

可のお返事があり、１家庭はすでに学校へ進学できた旨のお返事があり、その

他は返事なし。 

b の家庭・・・２家庭はコンタクトを定期継続可のお返事があり、その他は返

事なし。 

c の家庭・・・２家庭とも四季報を送るたびに、キドックスへ足を運ぶように

なる。 

d の家庭・・・２家庭はコンタクトを定期継続可のお返事があり、そのうち１

家庭は学校へ進学し、もう１家庭は家にいるとのこと。 

e の家庭・・・２家庭はメールでの不定期交流をし、２家庭とも福祉的就労を

継続しているとのこと。1 家庭はコンタクトを定期継続可のお返事があり、学

校に通い続けているとのこと。１家庭は電話でやりとりし一般就労を継続して

いるとのこと。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

やはりキドックスとコンタクトが深かった家庭ほど、返答率が高く、コンタク

トが浅かった家庭は返答率も低い結果となった。今回の気づきとしては、半年

に１回程度はコンタクトを取っている若者は、きっかけをこちらが能動的に作

ることがとても有効であり、定期通所に向けて繋がりやすくなるということが

わかり、これまでアプローチが難しかった定期的にコンタクトが取りづらい引

きこもりの若者の層に対して、緩やかな関係を継続する１つの手段を生み出す

ことができた。 
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申請書に記載したよ

うに、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

若者へのアプローチの手段としての、会報作りや送付作業、また、イベント運

営の作業などに、通所中の若者が主体的に運営に関わることができた。自宅か

ら出られない若者のことを考えて、どう言葉選びをしたら良いか等を若者が主

体で考えて作ることができ、通所中の若者にとっても会報制作の過程が学びと

成長と達成感へと繋がった。イベントには、卒業生も遊びに来てくれて、近況

についてみんなと相互交流したりと、通所中の若者たちが将来を考えるきっか

けにもなった。 

事業実施後の展望

や新たに見えてきた 

地域課題 

一度だけキドックスに相談へ来たがその後コンタクトが全く取れていない層

については依然として課題のままである。特にこの層は、保護者が引きこもり

の子供をどうにかしたいが本人へどうアプローチしたら良いかがわからない

という層が多く、当事者へ直接アプローチをかけることが難しい。また、引き

こもりと言っても背景や家族関係などは多種多様で、１００人の対象者に対し

て１００通りのアプローチを考えることが望ましいのだということを現場で

感じた。そのため、今回のような会報送付やイベント招待だけのアプローチ方

法にとどまらず、各家庭に合った新しいアプローチ方法を模索していく必要が

あると感じた。今後は訪問型プログラムなど、さらに新しいことへ挑戦してい

く予定である。 

花王・ハートポケット 

倶楽部へ一言 

私たちの活動に対して、客観的なご意見や評価を花王社員の方からいただき、

温かい応援のお言葉も的確なアドバイスも、１つ１つのメッセージが日々の活

動への励みになりました。地域の草の根活動をしている私たちのような団体に

は、このような地域助成があることが大変心強く、ありがたいです。 

自己評価 A. 目標を超える成果を得ることができた 

B. ほぼ目標どおりの結果となった 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 

D. その他（                           ） 

 

会報作業 
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収支報告書 

 

日付 項目 明細 金額 

2016/1/8 消耗品費 コピー機 ¥5,624 

2016/3/25 印刷製本費 インク ¥3,954 

2016/4/8 給与手当 スタッフ給与 ¥96,000 

2016/4/20 通信運搬費 郵便代 ¥455 

2016/4/21 消耗品費 ハガキ ¥2,674 

2016/4/28 通信運搬費 郵便代 ¥1,850 

2016/5/18 通信運搬費 郵便代 ¥362 

2016/5/18 通信運搬費 郵便代 ¥722 

2016/5/31 印刷製本費 インク ¥11,454 

2016/5/31 印刷製本費 マット紙 ¥2,508 

2016/5/31 印刷製本費 インク・マット紙 ¥8,861 

2016/6/3 通信運搬費 郵便代 ¥12,810 

2016/6/29 通信運搬費 郵便代 ¥510 

2016/7/28 通信運搬費 郵便代 ¥2,224 

  合計 ¥150,008 
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事業名 
発達がゆっくりな子どもたちの教育支援プログラム 

「フォイヤーシュタイン教育プログラム」の導入 

申請コース 
A. 自助グループづくり 

B. セーフティネットづくり 

団体名 NPO 法人 こどもの育ちサポートステーション 

実施内容 

①「フォイヤーシュタイン教育プログラム」体験ワークショップ（６回） 

第１回 2015 年 9 月 27 日  

第２回 201６年 2 月 ７日 

第３回 2016 年 4 月 10 日 

第４回 2016 年 5 月 ８日 

第５回 2016 年 6 月１２日 

第６回 2016 年 7 月１７日 

②「フォイヤーシュタイン教育プログラム」スタッフ学習会（2 回） 

   第１回 2016 年２月 ７日 

   第２回 2016 年６月１２日 

申請書に記載した 

「目標」に対する 

実施「結果」 

発達凸凹の子ども対象の体験ワークショップ６回とスタッフ学習会 2 回の

開催を実施しました。体験ワークショップには幼稚園生から中学２年生まで毎

回 10 名前後の子どもたちが参加、スタッフ学習会には、いつもこの子たちに

関わっているスタッフ以外にも、臨床心理士の方やカウンセラーの方、保育士

など子どもに関わる多くの方たちが参加してくださいました。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

この教育プログラムは、根っこを育てるプログラムと言われ、「子どもは必

ず変わる！」という信念を持って子どもたち一人一人の発達に合わせた個別の

学習プログラムを提供するものです。成果も一人一人違いはあっても、明らか

に変化が見られ、今後継続していくことで自立した日常生活ができるようにな

ることが最終目的です。 

また、子どもに関わる大人の学習会の参加者の中から、私たちの団体のメン

バー１人を含む３人がベイシックの資格を取得してくれました。更に２０１７

年 1 月にはスタンダードの資格取得の講習会を地元大洗町で開催出来ること

になり、地域での理解と指導体制の強化が図れることとなりました。2017 年

度には地元の指導者の下、定期的な開催が可能になると思われます。これは大

人のための学習会の大きな成果だと思われます。 

申請書に記載したよ

うに、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

このプログラムの提供により、発達に凸凹が顕著な子どもたちが、普通の社

会の中で生き抜いていくための力をつけてくれる事がこの子たちの居場所作

りに繋がっていくのかと思います。 

また、指導者としての資格取得にチャレンジし、今後このプログラムの普及

に力を注いでくれる人たちが出てきたことも、新たな出番作りになっていると

思われます。これは申請当初には予測できなかった大きな成果だと思います。 
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事業実施後の展望

や新たに見えてきた 

地域課題 

1 ヶ月に１回程度、6 ヶ月間の開催でも、子どもの取り組みの態度や様子に変

化が見られました。今後は地元の指導者を養成し、定期的な開催が出来るよう

にし、この教育プログラムを広め、発達凸凹な子どもたちが将来自立した生活

ができるようになるお手伝いができればと思います。 

花王・ハートポケット 

倶楽部へ一言 

この助成をいただいて、フォイヤーシュタイン教育プログラムという、まだあ

まり知られていないプログラムを、世の中に広める第一歩をスタートすること

ができました。心より感謝申し上げます。 

今後はこの活動を継続していくことで、普通教室に自分の居場所を持つことの

できる子が一人でも増えるよう頑張っていきたいと思います。 

自己評価 A. 目標を超える成果を得ることができた 

B. ほぼ目標どおりの結果となった 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 

D. その他（                           ） 
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事業名 アートを媒介とした子ども・育て世代高齢者がつなる居場所づくり 

申請コース 
A. 自助グループづくり 

B. セーフティネットづくり 

団体名 NPO 法人 取手アートプロジェクトオフィス 

実施内容 

いこいーのこども食堂 

実施日：①2015 年 8 月 16 日（火）、②8 月 28 日（日） 

参加者数：①子ども 10 名・大人 14 名、②子ども 20 名・大人 18 名 

内容：①紙工作の花・箸置き・箸袋づくり、こども食堂の看板づくり、食事（カ

レーライス・ふかし芋） 

②紙工作の花・箸置・箸袋づくり、ステンドグラスづくり、じゃがいも植え付

け、食事（三食丼、豚汁） 

 

あそびにいこいーの！ 

実施日：2015 年 7 月 16 日（土） 

参加者数：総来場者数 40 名、うちワークショップ参加者数 15 名 

内容：ダフナ・アヴィン「Travelling Theater 旅する劇場」（年齢に合わせた

様々な素材を使ったパペットづくり／あそび、大橋里恵「あそびとおしゃべり

のひろば」（助産師による子育て相談）、「いこいーのカフェ」（地域住民ボラン

ティアによるカフェスペース） 

申請書に記載した 

「目標」に対する 

実施「結果」 

こども食堂ワークショップは、「色を交換」することでコミュニケーション

が生まれる紙工作や、次の開催のために食材（じゃがいも）を植えるなど、循

環や他者とのつながりを意識する内容を実施、多くの子どもたちが楽しんで取

り組んだ。また、地域で継続してこども食堂を開くためのスタートアップとし

て、参加者が誰と、どうして来場し、どのように過ごすのか、次の開催につな

げるための様々な分析材料を得ることができた。 

あそびにいこいーの！では、住民ボランティアが来場した子どもと遊び、保

護者と会話をし、場の原動力なった。イベント当日の、子どもや若い保護者で

にぎわう様子や、それ以降設置しているオムツ替えベッドや幼児用おもちゃが

外から見えることもあってか、いこいーの＋TAPPINO の通常開館日にも、以

前よりも子育て世代の利用者がみられるようになった。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

こども食堂では、活動の支援者（ボランティア）募集に対して、多様な方々

から応募があった。行政や議員からの問い合わせ・視察も多くあった。全国的

なこども食堂「ブーム」の最中だったことの影響もあるだろうが、それでも、

子どもの貧困という課題に心を向ける人たちが集まり、取手市内で初のこども

食堂を始められたことは、小さくない一歩であると考える。 

あそびにいこいーの！では、広報物を市内全ての幼稚園・保育所・子育て支

援施設に配布したことで、高齢者利用者のイメージが強いいこいーの＋

TAPPINO について「子ども・子育て世代が利用できる施設」としての認識
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を広める契機となった。 

申請書に記載したよ

うに、市民の新たな

「居場所」や「出番」

をつくることにつな

がりましたか？ 

地域の高齢者・主婦・リタイア世代にとっては、両企画とも、自らのスキル

や人生経験を生かせる「出番」が多かった（子育てや料理など）。特にこども

食堂では、高校生、地域の小学生の親、隣接市在住の主婦、園芸が得意な地域

住民など、取手アートプロジェクトとしての普段の活動＝アートの切り口だけ

では接点を持てなかった方々と活動することができた。 

自身も父・母であり、子ども・子育て世代を取り巻く環境について共通の問

題意識をもつアーティストや実践者は、参加者に寄り添い、その個性を生かし

た表現活動を手助けする牽引役となった。 

子ども・子育て世代にとっては、居場所としてのいこいーの＋TAPPINO の

存在を知ってもらうためのきっかけとなった。 

事業実施後の展望

や新たに見えてきた 

地域課題 

いこいーの＋TAPPINO の利用者・ボランティアスタッフのうち、子ども

が好き・関心がある・問題意識を持っている一部の方々の積極的参画を得て、

今回の企画は実現した。利用者・ボランティアスタッフの中には、子どもが苦

手であったり、迷惑だと感じる方もいる。今後、そうした方々と丁寧に対話を

重ねながら、互いに排除することなく多世代が共存できる拠点づくりを目指し

ていく必要がある。 

また事業を実施する中で、近隣の外国人世帯の存在、日本人コミュニティと

の分断や、貧困を抱えている可能性も見えてきた。特にこども食堂では、今後

こうした人たちにアプローチできる可能性があると感じている。 

花王・ハートポケット 

倶楽部へ一言 

あたたかいご支援をありがとうございました。採択いただいた際の会員のみ

なさまからのメッセージはとても励みになり、その思いを受けて活動してきま

した。物心両面の、血の通ったご支援のかたちだと感じております。 

自己評価 A. 目標を超える成果を得ることができた 

B. ほぼ目標どおりの結果となった 

C. 残念ながら目標を達成できなかった 

D. その他（                           ） 
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いこいーのこども食堂 

 

 

あそびにいこいーの！ 
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